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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
当社が、平成17年３月期および平成18年３月期に計上した売上の一部に、売上としての収益計上要件を満たさないものが含ま

れていたこと等の不適切な会計処理が、第三者委員会の調査により判明致しました。

それら不適切な会計処理の訂正による最終的な影響額として、当該不適切処理の発生時点から平成22年３月期第２四半期末ま

での期間において、連結決算上138百万円の損失が過年度累計で発生することが判明致しております。

　当社は、過年度に過大計上した売上を、会計上適切な計上科目、計上時期、計上金額へ修正し、その修正に伴い発生する諸影響の

反映を、過年度の財務諸表等に対して実施いたしました。

その結果、平成年月日付で提出いたしました第13期第２四半期（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）の四半期報告書

の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、金融商品取引法24条の４の７第４項の規定に基づ

き、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

２ 【訂正事項】
第一部 企業情報

第１ 企業の概況

１ 主要な経営指標等の推移

連結経営指標等

第２ 事業の状況

４財政状態及び経営成績の分析

(1) 経営成績の分析

(2) 財政状態の分析

(3) キャッシュ・フローの状況

第５ 経理の状況

１ 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(2) 四半期連結損益計算書

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　　注記事項

　　(四半期連結損益計算書関係)

　　(セグメント情報)

　　(１株当たり情報)

 
 
 
３ 【訂正箇所】
今回の会計処理訂正に当たり、監査法人ナカチが、訂正対象となった事項のみならず当該四半期連結財務諸表の全体にわたり

再監査を実施し、改めて監査意見を受領いたしました。そのため、第５ 経理の状況については、訂正箇所の表示につき訂正部分の

みを表示する一般的な訂正報告書の形式をとらず、訂正後の記載内容にて四半期報告書の訂正報告書を提出いたします。なお、訂

正箇所は＿＿を付して表示しております。

なお、第５ 経理の状況の訂正前の内容につきましては、本訂正報告書の添付書類をご参照願います。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

連結経営指標等

 

回次

第12期

第２四半期

連結累計期間

第13期

第２四半期

連結累計期間

第12期

第２四半期

連結会計期間

第13期

第２四半期

連結会計期間

第12期

会計期間

自　平成20年

    ４月１日

至　平成20年

    ９月30日

自　平成21年

    ４月１日

至　平成21年

    ９月30日

自　平成20年

    ７月１日

至　平成20年

    ９月30日

自　平成21年

    ７月１日

至　平成21年

    ９月30日

自　平成20年

    ４月１日

至　平成21年

    ３月31日

売上高 （百万円） 7,238 6,937 3,722 3,457 14,478

経常利益又は
経常損失（△）

（百万円） 43 △129 40 △73 60

四半期（当期）純損失 （百万円） 3,746 284 3,722 195 10,884

純資産額 （百万円） － － 10,639 3,212 3,451

総資産額 （百万円） － － 22,973 15,495 16,459

１株当たり純資産額 （円） － － 11,284.653,362.033,632.85

１株当たり四半期（当
期）純損失金額

（円） 4,006.56304.693,980.35209.1211,639.59

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益
金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 45.9 20.3 20.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △559 205 － － △780

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 227 △435 － － 608

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △589 △418 － － △562

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） － － 1,333 870 1,519

従業員数 （人） － － 505 574 526

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当

期）純損失であるため記載しておりません。
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（訂正後）

連結経営指標等

 

回次

第12期

第２四半期

連結累計期間

第13期

第２四半期

連結累計期間

第12期

第２四半期

連結会計期間

第13期

第２四半期

連結会計期間

第12期

会計期間

自　平成20年

    ４月１日

至　平成20年

    ９月30日

自　平成21年

    ４月１日

至　平成21年

    ９月30日

自　平成20年

    ７月１日

至　平成20年

    ９月30日

自　平成21年

    ７月１日

至　平成21年

    ９月30日

自　平成20年

    ４月１日

至　平成21年

    ３月31日

売上高 （百万円） 7,238 6,937 3,722 3,457 14,478

経常利益又は
経常損失（△）

（百万円） 133 △129 85 △73 182

四半期（当期）純損失 （百万円） 3,690 284 3,712 195 △10,559

純資産額 （百万円） － － 10,063 2,917 3,156

総資産額 （百万円） － － 22,683 15,489 16,452

１株当たり純資産額 （円） － － 10,668.553,362.033,304.58

１株当たり四半期（当
期）純損失金額

（円） 3,946.16304.693,970.48209.12△11,291.36

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益
金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 44.0 18.3 18.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △559 205 － － △780

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 227 △435 － － 608

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △589 △418 － － △562

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） － － 1,333 870 1,519

従業員数 （人） － － 505 574 526

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当

期）純損失であるため記載しておりません。
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第２ 【事業の状況】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

（訂正前）

(1)　経営成績の分析

（略）

この結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は3,457百万円（前年同四半期比7.1％減）、利益面に

つきましては、のれんの償却額72百万円の影響により、営業損失は61百万円（前年同四半期は営業利益25百万

円）、経常損失は73百万円（前年同四半期は経常利益40百万円）、前期に発生した特別損失は大幅に減少した

ものの、四半期純損失は195百万円（前年同四半期は四半期純損失3,722百万円）となりました。

 

（訂正後）

(1)　経営成績の分析

（略）

この結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は3,457百万円（前年同四半期比7.1％減）、利益面に

つきましては、のれんの償却額72百万円の影響により、営業損失は61百万円（前年同四半期は営業利益70百万

円）、経常損失は73百万円（前年同四半期は経常利益85百万円）、前期に発生した特別損失は大幅に減少した

ものの、四半期純損失は195百万円（前年同四半期は四半期純損失3,712百万円）となりました。
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（訂正前）

①SMO事業

（略）

当事業におきましては、第Ⅰ相から第Ⅳ相までの総合的な臨床試験支援体制を確立したことで、受託案件は

堅調に推移しております。当四半期は、第Ⅰ相試験については主要施設の変更により受託活動を一時的に休止

せざるを得なかったこと、第Ⅱ相及び第Ⅲ相試験については大型試験の延期等の影響が生じました。一方、業

務生産性向上並びに原価や販売費及び一般管理費の低減を強力に進めました。また、全国規模での事業基盤の

拡充に努めた結果、提携医療機関数は1,131（第１四半期末比20施設増）となりました。これにより、売上高は

746百万円（前年同四半期比10.8％減）、営業利益は221百万円（前年同四半期比18.5％増）となりました。

 

（訂正後）

①SMO事業

（略）

当事業におきましては、第Ⅰ相から第Ⅳ相までの総合的な臨床試験支援体制を確立したことで、受託案件は

堅調に推移しております。当四半期は、第Ⅰ相試験については主要施設の変更により受託活動を一時的に休止

せざるを得なかったこと、第Ⅱ相及び第Ⅲ相試験については大型試験の延期等の影響が生じました。一方、業

務生産性向上並びに原価や販売費及び一般管理費の低減を強力に進めました。また、全国規模での事業基盤の

拡充に努めた結果、提携医療機関数は1,131（第１四半期末比20施設増）となりました。これにより、売上高は

746百万円（前年同四半期比10.8％減）、営業利益は221百万円（前年同四半期比4.7％減）となりました。
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（訂正前）

 
(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は15,495百万円（前連結会計年度末比5.9％減）となりました。

これは、借入金の返済等により現金及び預金が349百万円減少したこと等によるものです。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は12,283百万円（前連結会計年度末比5.6％減）となりました。こ

れは、借入金が418百万円減少したこと等によるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は3,212百万円（前連結会計年度末比6.9％減）となりました。

これは、利益剰余金が284百万円減少したこと等によるものです。

 

（訂正後）

 
(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は15,489百万円（前連結会計年度末比5.9％減）となりました。

これは、借入金の返済等により現金及び預金が349百万円減少したこと等によるものです。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は12,283百万円（前連結会計年度末比5.4％減）となりました。こ

れは、借入金が418百万円減少したこと等によるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,917百万円（前連結会計年度末比7.6％減）となりました。

これは、利益剰余金が284百万円減少したこと等によるものです。
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（訂正前）

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末におけるキャッシュ・フローについては、営業活動により332百万円増加し、投

資活動により69百万円減少し、財務活動により182百万円減少した結果、現金及び現金同等物（以下「資金」と

いう。）は、第１四半期連結会計期間末と比べて80百万円増加し、870百万円（前年同四半期比34.7％減）となり

ました。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は332百万円（前年同四半期は55百万円の取得）となりました。主な要因は、前

受金の増加による収入274百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は69百万円（前年同四半期は18百万円の支出）となりました。主な要因は、貸付

による支出90百万円、貸付金の回収による収入17百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は182百万円（前年同四半期は278百万円の支出）となりました。主な要因は、借

入金の返済212百万円等によるものです。

 

（訂正後）

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末におけるキャッシュ・フローについては、営業活動により332百万円増加し、投

資活動により69百万円減少し、財務活動により182百万円減少した結果、現金及び現金同等物（以下「資金」と

いう。）は、第１四半期連結会計期間末と比べて80百万円増加し、870百万円（前年同四半期比34.7％減）となり

ました。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は332百万円（前年同四半期は49百万円の取得）となりました。主な要因は、前

受金の増加による収入274百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は69百万円（前年同四半期は12百万円の支出）となりました。主な要因は、貸付

による支出90百万円、貸付金の回収による収入17百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は182百万円（前年同四半期は278百万円の支出）となりました。主な要因は、借

入金の返済212百万円等によるものです。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計

期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半

期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月

１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当

第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、

監査法人ナカチにより四半期レビューを受けております。

 

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しているが、訂

正後の四半期連結財務諸表について、監査法人ナカチによる四半期レビューを受けており、改めて四半期レビュー

報告書を受領しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

 

 当第２四半期

連結会計期間末

(平成21年９月30日)

 前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部     

　流動資産     

　　現金及び預金 ※２ 1,170  1,519

　　受取手形及び売掛金  2,670  2,900

　　商品及び製品  1,242  1,308

　　仕掛品  481  475

　　原材料及び貯蔵品  166  208

　　短期貸付金  2,633  1,398

　　一年内回収予定の長期貸付金  2,501  13

　　営業貸付金  －  2,344

　　その他  770  696

　　貸倒引当金  △4,333  △3,137

　　流動資産合計  7,304  7,728

　固定資産     

　　有形固定資産     

　　　建物及び構築物（純額） ※１　※２ 2,921 ※１　※２ 3,013

　　　土地 ※２ 2,360 ※２ 2,360

　　　その他（純額） ※１ 629 ※１ 637

　　　有形固定資産合計  5,911  6,011

　　無形固定資産     

　　　のれん ※５ 267 ※５ 413

　　　その他  124  157

　　　無形固定資産合計  392  571

　　投資その他の資産     

　　　長期営業貸付金  －  3,835

　　　長期貸付金  1,985  27

　　　破産更生債権等  1,470  835

　　　その他  1,644  1,713

　　　貸倒引当金  △3,220  △4,271

　　　投資その他の資産合計  1,880  2,141

　　固定資産合計  8,185  8,723

　資産合計  15,489  16,452

負債の部     

　流動負債     

　　支払手形及び買掛金  1,527  1,514

　　賞与引当金  37  34
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 当第２四半期

連結会計期間末

(平成21年９月30日)

 前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成21年３月31日)

　　未払法人税等  338  341

　　短期借入金 ※２ 6,555 ※２ 6,883

　　その他  2,070  2,323

　　流動負債合計  10,529  11,097

　固定負債     

　　長期借入金  113  154

　　退職給付引当金  417  409

　　債務保証損失引当金  1,014  1,101

　　その他  497  531

　　固定負債合計  2,043  2,198

　負債合計  12,572  13,296

純資産の部     

　株主資本     

　　資本金  6,286  6,286

　　資本剰余金  7,577  7,577

　　利益剰余金  △11,021  △10,736

　　株主資本合計  2,842  3,127

　評価・換算差額等     

　　その他有価証券評価差額金  △5  △37

　　評価・換算差額等合計  △5  △37

　新株予約権  16  －

　少数株主持分  63  66

　純資産合計  2,917  3,156

負債純資産合計  15,489  16,452
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(2) 【四半期連結損益計算書】
　【第２四半期連結累計期間】

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

売上高  7,238  6,937

売上原価  5,029  4,940

売上総利益  2,209  1,997

販売費及び一般管理費     

　給料手当及び賞与  562  578

　貸倒引当金繰入額  －  43

　その他  1,539  1,495

　販売費及び一般管理費合計  2,101  2,116

営業利益又は営業損失（△）  107  △118

営業外収益     

　受取利息  24  20

　受取配当金  1  0

　受取補償金  43  27

　その他  22  27

　営業外収益合計  91  76

営業外費用     

　支払利息  62  71

　その他  2  14

　営業外費用合計  65  86

経常利益又は経常損失（△）  133  △129

特別利益     

　債務保証損失引当金戻入額  －  87

　会員権売却益  5  －

　前期損益修正益  －  26

　雑収入 ※１ 4  －

　その他  0  3

　特別利益合計  10  116

特別損失     

　投資有価証券評価損  1,331  －

　債務保証損失引当金繰入額  543  －

　貸倒引当金繰入額  1,720  102

　訴訟関連費用  －  48

　その他  29  57

　特別損失合計  3,624  207

税金等調整前四半期純損失（△）  △3,480  △219

法人税、住民税及び事業税  81  39

法人税等調整額  122  29

法人税等合計  203  68

少数株主利益又は少数株主損失（△）  6  △3

四半期純損失（△）  △3,690  △284
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　【第２四半期連結会計期間】

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日)

売上高  3,722  3,457

売上原価  2,610  2,432

売上総利益  1,112  1,025

販売費及び一般管理費     

　給料手当及び賞与  280  275

　貸倒引当金繰入額  －  40

　その他  760  770

　販売費及び一般管理費合計  1,041  1,086

営業利益又は営業損失（△）  70  △61

営業外収益     

　受取利息  11  10

　受取補償金  29  13

　その他  6  6

　営業外収益合計  47  31

営業外費用     

　支払利息  31  35

　その他  1  6

　営業外費用合計  33  42

経常利益又は経常損失（△）  85  △73

特別利益     

　債務保証損失引当金戻入額  －  58

　会員権売却益  5  －

　雑収入 ※１ 2  －

　特別利益合計  8  58

特別損失     

　投資有価証券売却損  －  32

　投資有価証券評価損  1,331  －

　債務保証損失引当金繰入額  543  －

　貸倒引当金繰入額  1,720  57

　訴訟関連費用  －  22

　その他  24  17

　特別損失合計  3,620  129

税金等調整前四半期純損失（△）  △3,527  △143

法人税、住民税及び事業税  70  3

法人税等調整額  109  51

法人税等合計  179  54

少数株主利益又は少数株主損失（△）  5  △3

四半期純損失（△）  △3,712  △195
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー     

　税金等調整前四半期純損失（△）  △3,480  △219

　減価償却費  275  252

　のれん償却額  145  145

　貸倒引当金の増減額(△は減少)  1,724  145

　債務保証損失引当金の増減額(△は減少)  543  △87

　賞与引当金の増減額(△は減少)  2  －

　受取利息及び受取配当金  △26  △21

　支払利息  62  71

　投資有価証券評価損益(△は益)  1,331  －

　売上債権の増減額(△は増加)  △131  229

　たな卸資産の増減額(△は増加)  △158  102

　営業貸付金の増減額(△は増加)  △506  －

　仕入債務の増減額(△は減少)  200  △37

　会員権評価損  1  －

　その他  △452  △281

　小計  △466  299

　利息及び配当金の受取額  30  20

　利息の支払額  △61  △73

　法人税等の支払額  △60  △42

　営業活動によるキャッシュ・フロー  △559  205

投資活動によるキャッシュ・フロー     

　担保預金の差入による支出  －  △300

　有形固定資産の取得による支出  △44  △38

　無形固定資産の取得による支出  △25  △23

　投資有価証券の売却による収入  －  46

　貸付けによる支出  △16  △130

　貸付金の回収による収入  306  45

　その他  7  △35

　投資活動によるキャッシュ・フロー  227  △435

財務活動によるキャッシュ・フロー     

　短期借入金の純増減額(△は減少)  △406  △327

　長期借入れによる収入  －  35

　長期借入金の返済による支出  △91  △125

　配当金の支払額  △91  △0

　財務活動によるキャッシュ・フロー  △589  △418

現金及び現金同等物に係る換算差額  0  △0

現金及び現金同等物の増減額(△は減少)  △921  △649

現金及び現金同等物の期首残高  2,254  1,519

現金及び現金同等物の四半期末残高  1,333  870
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

会計方針の変更

減価償却資産の減価償却方法の変更

有形固定資産

　当社の連結子会社である、株式会社アイロムロハス及び株式会社ウイング湘南において、従来、主として定率法に

よっておりましたが、第１四半期連結会計期間より、定額法による方法に変更しております。

　この変更は、親子会社間の会計処理を統一するとともに、医薬品販売事業からの安定的な収益と投資後の減価償

却費をより厳格に対応させ、より適切に事業の業績を表すためであります。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失はそれぞれ４百万円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

 

 

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結累計期間において販売費及び一般管理費の「その他」に含めていた「貸倒引当金繰入額」は、
重要性が増したため当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半期連結累
計期間の販売費及び一般管理費の「その他」に含まれる「貸倒引当金繰入額」は４百万円であります。
　
　前第２四半期連結累計期間において独立掲記しておりました投資有価証券評価損（当第２四半期連結累計期間３
百万円）は特別損失総額の100分の20以下となったため、特別損失の「その他」に含めて表示することに変更しま
した。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　前第２四半期連結累計期間において独立掲記しておりました営業活動によるキャッシュ・フローの「投資有価証
券評価損益」（当第２四半期連結累計期間３百万円）は金額的重要性が乏しくなったため営業活動によるキャッ
シュ・フローの「その他」に含めております。

 

　前第２四半期連結累計期間において独立掲記しておりました営業活動によるキャッシュ・フローの「賞与引当金
の増減額」（当第２四半期連結累計期間２百万円）は、金額的重要性が乏しくなったため営業活動によるキャッ
シュ・フローの「その他」に含めております。

 

　前第２四半期連結累計期間において独立掲記しておりました営業活動によるキャッシュ・フローの「会員権評価
損」（当第２四半期連結累計期間１百万円）は、金額的重要性が乏しくなったため営業活動によるキャッシュ・フ
ローの「その他」に含めております。

 

 

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第２四半期連結会計期間において、投資その他の資産の「その他」に含めていた「破産更生債権等」は、重要性
が増したため当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半期連結会計期間
の投資その他の資産の「その他」に含まれる「破産更生債権等」は292百万円であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結会計期間において販売費及び一般管理費の「その他」に含めていた「貸倒引当金繰入額」は、
重要性が増したため当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半期連結会
計期間の販売費及び一般管理費の「その他」に含まれる「貸倒引当金繰入額」は４百万円であります。
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【簡便な会計処理】

 当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算出方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっ

ております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

貸付金事業免許の返納

　当社の連結子会社である株式会社アイロムメディックにおいて貸付金事業免許を平成21年４月に返納いたしまし

た。これに伴い、前連結会計年度末において、売掛金（85百万円）、営業貸付金（2,344百万円）及び長期営業貸付金

（3,835百万円）と表示していたものにつきまして、第１四半期連結会計期間より未収収益、短期貸付金、一年内回

収予定長期貸付金及び長期貸付金に振り替えて表示しております。なお、未収収益については、総資産の100分の10

以下であるため流動資産の「その他」に含めて表示しております。

　また、前第２四半期連結累計期間において、貸付金事業に係る売上高及び売上原価と表示していたものにつきまし

て、当第２四半期連結累計期間において営業外収益の受取利息（７百万円）及び営業外費用の支払利息（12百万

円）に計上しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 
 当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

 前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

  ※１　固定資産の減価償却累計額
 有形固定資産 4,197百万円

  ※１　固定資産の減価償却累計額
 有形固定資産 3,918百万円

  
※２　担保に供している資産
　担保に供されている資産について、事業の運営におい
て重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比
べて著しい変動が認められるものの金額は次の通りで
あります。
 

定期預金 300百万円

建物及び構築物 2,204百万円

土地 1,798百万円

　計 4,303百万円

　上記物件は、短期借入金2,332百万円の担保に供して
おります。
 

─────

 

  
※２　担保に供している資産
 

建物及び構築物 1,524百万円

土地 1,333百万円

　計 2,858百万円

　上記物件は、短期借入金2,519百万円の担保に供して
おります。
 
 
 
 
 
 
（セール・アンド・リースバック取引における残価保
証）
平成19年３月１日付で連結子会社であるアイロム製薬
㈱が有する工場内の水素水製造設備を三井住友銀リー
ス㈱（現三井住友ファイナンス＆リース㈱）に譲渡し、
当該物件について三井住友銀リース㈱（現三井住友
ファイナンス＆リース㈱）と締結しましたセール・ア
ンド・リースバック契約につきまして、平成21年２月28
日にリース途中解約協定書を締結しました。そのため、
残価保証はありません。

 ３　受取手形割引高　　　　　　　　　194百万円  ３　受取手形割引高　　　　　　　　　164百万円

  
４　債務保証

保証先 金額 内容

医療法人社団上善会 1,014百万円
リース債務

借入債務

㈱ブルーマーキュリー 136百万円 借入債務

慶田　朋子 8百万円 借入債務

計 1,158百万円 ―

債務保証損失引当金 △1,014百万円 ―

差引額 144百万円  

  
４　債務保証

保証先 金額 内容

医療法人社団上善会 1,101百万円
リース債務

借入債務

㈱ブルーマーキュリー 164百万円 借入債務

慶田　朋子 10百万円 借入債務

計 1,275百万円 ―

債務保証損失引当金 △1,101百万円 ―

差引額 174百万円  

  
※５　のれん及び負ののれんの表示
 のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。相
殺前の金額は次のとおりであります。
 のれん  290百万円
 負ののれん  23百万円
 差引  267百万円

  
※５　のれん及び負ののれんの表示
 のれん及び負ののれんは、相殺表示しております。相
殺前の金額は次のとおりであります。
 のれん  439百万円
 負ののれん  26百万円
 差引  413百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

※１　売上取引の訂正に伴う、関連する消費税差額を収
益として計上しているものであります。

─────

  

 

 

前第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日)

※１　売上取引の訂正に伴う、関連する消費税差額を収
益として計上しているものであります。

─────

  

 

 

 

 (四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年９月30日現在)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借
対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年９月30日現在)

　

現金及び預金勘定 1,815百万円

預入期間３か月超の定期預金 △482百万円

現金及び現金同等物 1,333百万円

　

　

現金及び預金勘定 1,170百万円

担保差入預金 △300百万円

現金及び現金同等物 870百万円

　

  

 

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　

至　平成21年９月30日）

 

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期

連結会計期間末(株)

　普通株式 935,142

 

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 

３　新株予約権等に関する事項

　　ストックオプションとしての新株予約権

会社名 目的となる株式の種類
目的となる株式の数

(株)

当第２四半期

連結会計期間末残高

(百万円)

提出会社 ― ― 16
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４　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

該当事項はありません。

 

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
SMO事業

(百万円)

メディカ
ルサポー
ト事業

(百万円)

人材コン
サルティ
ング事業

(百万円)

医薬品等
の販売事
業

(百万円)

医薬品等
の製造販
売事業

(百万円)

その他の
事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高          

(1)外部顧客に対する
売上高

836 267 103 1,0051,327 182 3,722 － 3,722

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

2 5 15 △0 3 2 28 (28) －

計 838 273 119 1,0051,330 184 3,751(28)3,722

営業利益又は営業損
失（△）

232 48 7 0 △18 29 298 (228) 70

(注) １　事業区分は、サービスの種類、性質を考慮して区分しております。

２　各事業の主な内容

(1)ＳＭＯ事業

製薬企業等から依頼を受けて医療機関が行う臨床試験に係る業務を支援する事業

(2)メディカルサポート事業

クリニックモールの設置・賃貸やクリニックモール内外の各医療機関への医療機器等の販売等医業の支援を行う事

業

(3)人材コンサルティング事業

医療関連スタッフの紹介・派遣等並びに教育研修を専門とする事業

(4)医薬品等の販売事業

薬局・ドラッグストア等で、医薬品等の小売や卸売を行う事業

(5)医薬品等の製造販売事業

受託生産を含め、医薬品等を製造及び販売する事業

(6)その他の事業

上記以外の事業(ＣＲＯ事業、不動産販売事業、貸金業等)
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当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
SMO事業

(百万円)

メディカ
ルサポー
ト事業

(百万円)

人材コン
サルティ
ング事業

(百万円)

医薬品等
の販売事
業

(百万円)

医薬品等
の製造販
売事業

(百万円)

その他の
事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高          

(1)外部顧客に対する
売上高

746 154 48 1,0271,328 150 3,457 － 3,457

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

1 4 10 0 3 30 50 (50) －

計 747 159 59 1,0281,331 180 3,507(50)3,457

営業利益又は営業損
失（△）

221 △35 △7 13 5 △1 195 (257)△61

(注) １　事業区分は、サービスの種類、性質を考慮して区分しております。

２　各事業の主な内容

(1)ＳＭＯ事業

製薬企業等から依頼を受けて医療機関が行う臨床試験に係る業務を支援する事業

(2)メディカルサポート事業

クリニックモールの設置・賃貸やクリニックモール内外の各医療機関への医療機器等の販売等医業の支援を行う事

業

(3)人材コンサルティング事業

医療関連スタッフの紹介・派遣等並びに教育研修を専門とする事業

(4)医薬品等の販売事業

薬局・ドラッグストア等で、医薬品等の小売や卸売を行う事業

(5)医薬品等の製造販売事業

受託生産を含め、医薬品等を製造及び販売する事業

(6)その他の事業

上記以外の事業(ＣＲＯ事業、不動産管理事業等)
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前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
SMO事業

(百万円)

メディカ
ルサポー
ト事業

(百万円)

人材コン
サルティ
ング事業

(百万円)

医薬品等
の販売事
業

(百万円)

医薬品等
の製造販
売事業

(百万円)

その他の
事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高          

(1)外部顧客に対する
売上高

1,645 641 205 1,9982,372 374 7,238 － 7,238

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

2 21 42 0 5 3 74 (74) －

計 1,647 663 248 1,9982,377 378 7,313(74)7,238

営業利益又は営業損
失（△）

443 112 23 △7 △58 40 554 (446) 107

(注) １　事業区分は、サービスの種類、性質を考慮して区分しております。

２　各事業の主な内容

(1)ＳＭＯ事業

製薬企業等から依頼を受けて医療機関が行う臨床試験に係る業務を支援する事業

(2)メディカルサポート事業

クリニックモールの設置・賃貸やクリニックモール内外の各医療機関への医療機器等の販売等医業の支援を行う事

業

(3)人材コンサルティング事業

医療関連スタッフの紹介・派遣等並びに教育研修を専門とする事業

(4)医薬品等の販売事業

薬局・ドラッグストア等で、医薬品等の小売や卸売を行う事業

(5)医薬品等の製造販売事業

受託生産を含め、医薬品等を製造及び販売する事業

(6)その他の事業

上記以外の事業(ＣＲＯ事業、不動産販売事業、貸金業等)

３　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準９号　平成18年７月５日）を適用

しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、医薬品等の販売事業における営業利益が22百万

円減少しております。
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当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
SMO事業

(百万円)

メディカ
ルサポー
ト事業

(百万円)

人材コン
サルティ
ング事業

(百万円)

医薬品等
の販売事
業

(百万円)

医薬品等
の製造販
売事業

(百万円)

その他の
事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高          

(1)外部顧客に対する
売上高

1,547 306 110 2,0532,562 357 6,937 － 6,937

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

1 9 30 1 4 50 96 (96) －

計 1,548 315 140 2,0542,566 408 7,034(96)6,937

営業利益又は営業損
失（△）

370 △66 △9 52 9 △11 345 (464)△118

(注) １　事業区分は、サービスの種類、性質を考慮して区分しております。

２　各事業の主な内容

(1)ＳＭＯ事業

製薬企業等から依頼を受けて医療機関が行う臨床試験に係る業務を支援する事業

(2)メディカルサポート事業

クリニックモールの設置・賃貸やクリニックモール内外の各医療機関への医療機器等の販売等医業の支援を行う事

業

(3)人材コンサルティング事業

医療関連スタッフの紹介・派遣等並びに教育研修を専門とする事業

(4)医薬品等の販売事業

薬局・ドラッグストア等で、医薬品等の小売や卸売を行う事業

(5)医薬品等の製造販売事業

受託生産を含め、医薬品等を製造及び販売する事業

(6)その他の事業

上記以外の事業(ＣＲＯ事業、不動産管理事業等)

３　第１四半期連結会計期間より、当社の連結子会社である、株式会社アイロムロハス及び株式会社ウイング湘南におい

て有形固定資産の減価償却方法を従来の定率法から定額法へ変更しております。この変更に伴い、従来の方法によっ

た場合に比べて、医薬品等の販売事業における営業利益が４百万円増加しております。

４　当社の連結子会社である、株式会社アイロムメディックにおいて貸付金事業免許を平成21年４月に返納いたしまし

た。これにより、当第２四半期連結累計期間におけるメディカルサポート事業の売上高が７百万円、営業損失が５百

万円それぞれ減少しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自　

平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　

平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自　

平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　

平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(有価証券関係)

有価証券の当第２四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の当第２四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

 

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

１　ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

販売費及び一般管理費のその他　　　　　　　　16百万円

 

　２　付与したストック・オプションの内容

会社名 提出会社

付与対象者の区分及び人数（名）

当社取締役　５

当社監査役　２

当社執行役員　３

当社子会社取締役　31

当社子会社監査役　１

当社子会社執行役員　５

株式の種類及び付与数（株） 普通株式　17,620

付与日 平成21年９月１日

権利確定条件

権利行使時において当社または当社の子会社の取締

役、監査役または執行役員の地位にあること。ただし、

任期満了による退任その他、当社取締役会が正当と認

める事由がある場合はこの限りではありません。

対象勤務期間

税制非適格対象者については対象勤務期間の定めはあ

りません。

(但し優遇税制を受ける場合)

平成21年９月１日～平成23年８月31日

権利行使期間

平成21年９月１日～平成31年７月31日

(但し優遇税制を受ける場合)

平成23年９月１日～平成31年７月31日

権利行使価格（円） 6,000

付与日における公正な評価単価（円）

2,629

(但し優遇税制を受ける場合)

2,873

 

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。
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 (１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

　

１株当たり純資産額 3,033円77銭

　

　

１株当たり純資産額 3,304円58銭

　

  

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

 
当第２四半期連結会計期間末

(平成21年９月30日)

前連結会計年度末

(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 2,917 3,156

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円） 68 66

　（うち新株予約権）（百万円） (16) (－)

　（うち少数株主持分）（百万円） (51) (66)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額（百
万円）

2,849 3,090

四半期末（期末）の普通株式の数（株） 935,142 935,142

 

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

　

１株当たり四半期純損失 3,946円16銭

　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、新株予約権残高を有しておりますが、１株当たり四
半期純損失であるため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純損失 304円69銭

　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、新株予約権残高を有しておりますが、１株当たり四
半期純損失であるため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失   

　四半期連結損益計算書上の四半期純損失（百万
円）

3,690 284

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純損失（百万円） 3,690 284

　普通株式の期中平均株式数（株） 935,142 935,142

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動があ
る場合の概要

(新株予約権の個数57,767個)
新株予約権の概要は「第４提
出会社の状況、１株式等の状
況、(2)新株予約権等の状況」
に記載のとおりであります。

(新株予約権の個数74,634個)
新株予約権の概要は「第４提
出会社の状況、１株式等の状
況、(2)新株予約権等の状況」
に記載のとおりであります。
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日)

　

１株当たり四半期純損失金額 3,970円48銭

　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、新株予約権残高を有しておりますが、１株当たり四
半期純損失であるため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純損失金額 209円12銭

　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、新株予約権残高を有しておりますが、１株当たり四
半期純損失であるため記載しておりません。

  

(注)　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

前第２四半期連結会計期間

(自　平成20年７月１日

　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成21年７月１日

　至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失   

　四半期純損失（百万円） 3,712 195

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純損失（百万円） 3,712 195

　普通株式の期中平均株式数（株） 935,142 935,142

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった

潜在株式について前連結会計年度末から重要な変

動がある場合の概要

(新株予約権の個数57,767個)
新株予約権の概要は「第４提
出会社の状況、１株式等の状
況、(2)新株予約権等の状況」
に記載のとおりであります。

(新株予約権の個数74,634個)
新株予約権の概要は「第４提
出会社の状況、１株式等の状
況、(2)新株予約権等の状況」
に記載のとおりであります。

 

(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

 

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のものについ

ては通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間末における

リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成22年3月15日

 

株式会社アイロムホールディングス  

 取締役会 御中

 

 

監査法人　ナ　カ　チ  

 代表社員

業務執行社員
 公認会計士 安藤算浩

 代表社員

業務執行社員
 公認会計士 平田　卓

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

アイロムホールディングスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期

間（平成20年7月1日から平成20年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成20年4月1日から平成20年9月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイロムホールディングス及び連結子会社の平成

20年9月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成績

並びに第2四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

追記情報

第５【経理の状況】２監査証明についてに記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の4の7第4項の規

定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四半期レ

ビューを行った。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 (注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成22年3月15日

 

株式会社アイロムホールディングス  

 取締役会 御中

 

 

監査法人　ナ　カ　チ

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 安藤算浩

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 平田　卓

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

アイロムホールディングスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期

間（平成21年7月1日から平成21年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成21年4月1日から平成21年9月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査

の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイロムホールディングス及び連結子会社の平成

21年9月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成績

並びに第2四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

追記情報

第５【経理の状況】２監査証明についてに記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の4の7第4項の規

定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表について四半期レ

ビューを行った。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 (注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書提出

会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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